
以上の分類によると、東北の開けた原野に自生する多年生のイネ科草本であるススキは、
ハチジョウススキやトキワススキを含まない、いわゆるススキ(Miscanthus sinensis Andersson)
であると言える。
　なお、ススキ節に共通する発生と生長の特性は、次のように要約できる。まず個体の発生は実生
であり、地上部は幼苗期を経て叢生しながら個々の株を発達させる。根茎(Root system)はそれぞれの
株の基部から複数の分岐地下茎を、放射状に年ごとに伸ばし、中心部は順次枯死（写真Ｅシリーズ）
させながら株の径を大きくしてゆく。ススキは独立した株からなり、地下茎では繋がっていない理由
は、このような発生・生長をすることに拠っている。これは地下走出枝を長く伸ばすヨシ、オギなど
の根茎植物(rhizome plant)との決定的な違いである。
　オギについては、日本全土のほか中国中北部やアムール地方に分布し、河川敷などの多湿な陽地を
好むとしている。さらにカリヤスは岐阜県を中心とする中部山地に限って分布し、ススキに比べ桿が
細く刈りやすく、合掌作りの屋根にススキ（大萱）とともにカリヤス（小萱）も使われるとしている。
　またこれもイネ科草の一種であるクサヨシ属・クサヨシ(Phalapis arundinacea L.)は、しまがや、
しまよし、しまくさよし、ちぐさの呼び名(牧野日本植物図鑑)で、栃木、茨城では茅葺き素材に
使われていると聞く。温帯・暖帯に分布し、陽当たりの良い湿地性の多年草で、地下茎で繁殖する
クサヨシは、草丈60-150㎝(原色日本植物図鑑)と短草タイプであるが軽くて扱いやすい素材とされる。
このように、茅葺き素材はそれぞれの地方の気候風土で育てられ、利用されていると言える。

２）ススキ草原の動態に関する既往の研究概要
　これまでにススキ型、シバ型草地、灌木型植生間の遷移についての研究報告は数多くある。ススキの
生育環境について言えば、地域別の有効積算温度（10℃以上）日数、土壌の腐植層（Ａ層）の厚さ、
地形の凹凸、刈り取りや放牧の利用回数と利用時の植物生育ステージ、火入れとの組み合わせの有無
など、遷移を左右する要因は多岐にわたることが報告されている。
　これらを具体的に述べると、岩手中央部の10℃以上の日数は100日で積算温度は2,900度前後と
見積もられる。凹地形では土壌の腐植層が厚くススキ・タニウツギ群落が形成されやすいが、
凸地形では腐植層位が薄くシバ優占に傾く。年間の利用が秋期一回であればススキは維持できるが、
栄養成長期を含む二回以上の利用になると衰退が避けられない。定期的に木本植物の地上部を消却する
火入れを中止すると、二次林への遷移が促進される。また、毎年火入れを加えると、刈り取りだけに
比べて、ススキの増殖が劣ってくる報告もある。また、戸田等は天然林伐採跡地の一部分に牧草地を
組み合わせた牧区を造り、永年放牧し続けた場合の伐採跡地の植生遷移を追跡した。その結果、伐採区
は二次林に戻らず、またススキのステージを経ることもなしに、徐々にシバが自生し始め、10年後には
安定した被度のシバ草原ができることを確認している。　
　既往のススキ研究は畜産的な利用を目的とするものが多かった。茅葺き素材の提供のような茅場
（以下茅葺き用茅場）の利用維持になると、地域によって異なる収穫時期やより省力的な維持管理技術
などを新たな視点から検討する必要がでてくる。このため、茅葺き促進委員会は第２章以降において
述べるような「茅葺き用茅場管理の仮説マニュアル」を設けて、さらにこの仮説の一部を試行する
こととした。　

第２章　岩手県内茅場マップリストの作成と現地確認
　１．県内茅場候補地（公共牧場）の選定
  かって農山村に広く分布していた原野型ススキ草原はほぼ消滅し、最近は高速道路や田舎道の
のり面、空き地などの小団地に限られているのが現状である。この状況の中で、新たな茅場候補地を
選定するために、次のようなステップをとることとした。
　
①県内でススキが新たに自生し始めている区域を発見する。

②普遍的な成立条件を整理する。

③同一条件が期待できる地域探索の網を、全県的にかぶせる。


